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諭　文
シュンペーターと経済社会学（7）
東　條　隆　進
第一章　経済学の方法
　1．経済学の構造
　2．理論における「前提」について
　3．シュンペーター体系における「抽
　　象」について
　4．　「理論経済学の本質と主要内容」に
　　おける「抽象」の問題（以上Vol．1）
　5．純粋経済学の論理構造（以上Vol．
　　2）
第二章　シュンペーター体系の思想的前提
　1．　『経済発展の理論」における「純粋
　　経済学」の意味
　　a．「一定の条件に制約された経済の
　　　循環」の論理構造（以上Vo且，3）
　　b．「発展」過程で「純粋経済学」的
　　　であるということ
　2．合理性ということ
第三章　発展の根本現象
　1．経済空間
　2．経済時間
　3．企業と市場の相乗的拡大（以上
　　Vol，4）
第四章　資本主義発展の本質
　1．資本と利潤の概念
　2．近代的信用体系と金融市場の成立
　3．資本主義の定義と革新の過程（以上
　　Vo且．5）
　4．資本主義と利子の問題（以上Vo1．
　　6）
第5章　恐慌と景気変動
　1．恐慌の問題
　2．資本主義の現象形態としての景気循
　　環（以上本号）
第5章　恐慌と景気変動
1．恐慌の問題
　シュンペーターは1912年に発表した『経済発
展の理論』第一版序文で次のように述べた。
「この著作は理論的性質のものである。それは
経済経験の主要な，一般的に記述しうる特徴を
取り扱う。それは対象についても方法について
も統一的であり，したがってそれが描くのは自
己完結的な思想に他ならない。しかしこれは私
にとって最終結果であって，最初から意図して
いたことではなかった。
　私はむしろ具体的，理論的問題から，すなわ
ち，初めは1905年に恐慌問題から出発したので
ある。一歩一歩進むにつれて，私はいっそう広
い理論的問題について独立した新しい研究領域
が必要であることを痛感するようになった。そ
してついに，私が問題としていることはつねに
同一の根本思想であり，この根本思想が一方に
おいては理論の全領域に関連し，他方において
は理論的認識をさらに経済発展という現象の方
向へ進めてゆくための理標であるということが
明らかになった。」（Schumpeter．　J．　A，（1926），S．
VIII，塩野谷祐一，（上），9～10ページ）
　シュンペーターの最初の問題意識は恐慌問題
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の研究にあった。恐慌問題は当時の資本主義体
制の存続にとってもっとも重要かつ深刻な問題
であった。マルクス主義に代表される資本主義
批判と社会主義体制への革命的転換の理論的根
拠は資本主義体制のもつ収奪性・貧困性とその
現象としての持続的恐慌であった。恐慌問題の
解決こそは体制存続にとって決定的に重要な課
題であった。
　シュンペーターの研究は資本主義体制の存在
根拠の根幹をなす「恐慌」問題の理論的解明に
あった。そして恐慌という現象の背後により広
い資本主義全体に関わる問題が横たわっている
ことを発見した。しかもシュンペーターは恐慌
問題が「経済発展」過程の問題であることを発
見し，「発展」という出来事の現象形態である
ことを発見した。この発見によって資本主義の
存続が理論的次元で可能であることが明らかに
なった。
　1934年目原著者英訳書序文で「本書に述べら
れた思想のあるものは1907年にまで遡るもので
ある。1909年にはそのすべてがすでに仕上げら
れていた。すなわち資本主義社会の純粋経済的
様相にかんする私の分析の一般的輪郭は形を整
え，それは爾来実質的には何等の変化もないこ
とであった。」（S，IX，中山・東畑訳昭和26年，
31ページ）
　シュンペーターは日本語版序文で経済変動過
程に関する理論的モデルを構築する上でレオ
ン・ワルラスとカール・マルクスに影響を受け
たといった。（中山・東畑訳昭和26年，4ペー
ジ）マルクス主義との対決の上で恐慌問題の解
決が決定的に重要であった。1908年に発行され
た1理論経済学の本質と主要内容」の展開過程
ですでに恐慌問題解決の見通しはっけられてい
たのであり，その意味で「理論経済学の本質と
主要内容」と「経済発展の理論」とは「思想」
的に統一されていたといってよい。つまり恐慌
問題を資本主義経済体制の発展過程の現象形態
であることを証明するために，ワルラスに代表
される限界革命理論を要約・整理したのが「理
論経済学の本質と主要内容」であり，マルクス
のr資本論」を超克するための理論が「経済発
展の理論』であった。資本と信用，企業者利潤
と剰余価値，資本利子そして恐慌と景気の回転
が資本主義発展過程で生ずる統一的現象である
ことを発見したのである。
　ところが1912年に発行された第一版の内容が
1926年の第二版で変えられるという事態が起
こった。第一版にあった第七章「国民経済学の
全体像」（Das　Gesamtbi且d　der　Volkswirtschaft）
が第二版で全く削除された。この章がr経済発
展の理論』のめざした理論的関心を誤解させた
ということ，文化社会学の断片が「経済史に関
する著書」との誤解を与えたことに対する不満
からであった。第一版になかった「企業者利
潤・資本・信用・利子・及び景気の回転に関す
る一考察」という副題が第二版につけられた。
第二版で経済発展の「理論」が強調されたので
ある。
　初版から第二版への変更で第六章が初版の
「経済危機の本質」（Das　Wesen　der　Wirtschaft・
skrisen）から第二版で「景気の回転」（Der　Zyk－
1us　der　Konjunktur）に変わった。「経済危機の
本質」から「景気の回転」への変更が単なる表
題の変更にすぎないものか，それとも内容の変
更を伴うものか。シュンペーター自身，「この
書の内容を問題としょうとする専門学者に対し
ては以後ただこの新版のみを利用せられんこと
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を乞うものである。」とした。（S．XI，塩野谷祐
一訳，13ページ）つまりシュンペーター自身，
第一版の論理展開は放棄したということ，第二
版のみが意味を持つべきことを宣言したのであ
る。第一版でシュンペーターを論ずることはで
きないというのが著者の主張である。
　しかしシュンペーター研究者にとっては「経
済危機の本質」から「景気の回転」への変更に
は単なる表題の変更にとどまらない内容上の問
題が秘められていたという印象を与える。第六
章の初版と第二版以降を比較すると第二版の章
の最初の第一項だけが第一版から引き継がれて
いる。第二版S．318からS．322までは初版にな
く，S．334の2．以降が全面的に変えられている。
　共通部分はS．323からS．334の間だけである。
共通部分の内容は以下のごとくである。初版の
第六章は以下の文から始まっている。
　「さてこの発展全体は中断のない連続性を
もって進行するのであろうか。それは樹木の幹
や枝の漸次的，有機的成長に比すべきでもので
あろうか。経験はこの問いを否定する。国民経
済のこの基本運動が恒常的に撹乱なしにおこな
われるものでないことは，一つの事実である。
反動や挫折やさまざまな事件が現れて発展の持
続的進行を妨げ，国民経済の価値体系の崩壊は
そのような成長を撹乱する。われわれは理論的
にその形態が得られるようなある一定の発展経
路について語ることはできる。しかし経験が教
えるように，現実の発展はしばしばこの経路か
ら逸脱する。どこからこのようなことがおこる
のであろうか。ここでわれわれはひとつの新し
い問題に直面する。」（Schumpeter．　J．　A，（1912），
S．414，（1964），S．323，193ページ）
　初版での問題意識は「自然は飛躍せず」とい
う標語をr経済学原理」のスローガンに掲げ経
済の有機的成長を説いたアルフレッド・マー
シャルに対抗して経済のダイナミックな変動過
程を解明しようとしたものであった。
　経済発展はどのように現象するのか。経済発
展の経路が有機的成長の過程をたどるのか，そ
れとも激しい変動の過程をたどるのか。これは
市民生活，国民経済にとって重要な課題である。
アタム・スミスは経済成長の自然的経路の発見
と「見えざる手」に導かれた分業と市場の成長
による市民社会，国民経済の可能性を追及した。
スミスは「見えざる手」による成長に焦点を合
せたのに対し，マーシャルは「自然は飛躍せ
ず」として経済の有機的成長を強く信じた。
　これに対しシュンペーターは国民経済の基本
運動が恒常的に撹乱なしに進行する事はないと
した。反動や挫折やさまざまな事件が現れて発
展の持続的進行を妨げ，国民経済の価値体系の
崩壊が経済成長を撹乱する。発展の挫折の頻発
性と非連続性が反動，挫折，崩壊現象を引き起
こし，反動，挫折，崩壊現象が「恐慌」die
Krise現象の特徴となるとした。
　しかし問題なのは恐慌が純粋に経済的理由か
ら生じた現象なのか，それとも経済外的要因か
ら生じた経済にとっては偶然的要因から生じた
現象なのか。シュンペーターは恐慌を純粋に経
済的次元から生じたものと経済外的要因から生
じたものとを区別し，純粋に経済的次元から生
じた現象を解明しようとした。恐慌が経済発展
の本質から必然的に生ずるものであるかどうか
を試みた。そして恐慌の純粋経済的次元を「景
気の転換点」に求め（（1912），S．425，）「好況
と不況の問題」（（1912），S．426，）として捉え
た。これ以外の恐慌現象は非本質的現象である
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と考えた。そして景気の転換や好況・不況とい
う現象は「経済発展の力強い波動」過程から生
ずる現象であり，この発展の進行は連続的に進
まないで断続的に，すなわち上昇運動の次に下
降運動が続き，この下降運動を通過して始めて
次の上昇運動が始まる過程として認識した。
　まさに第一版の問題意識は恐慌という出来事
を景気の転換点と好況と不況の過程の問題とし
て認識することに関心があったのである。
景気変動の根拠
　しかし初版は二つの批判を受けた。一つはこ
の理論が「恐慌の心理学」にすぎないものであ
るという批判と，もう一つが恐慌の周期性を説
明していないという批判である。この二つの批
判からシュンペーターは第二版をこの批判の応
答に捧げた。第七章ははぶかれ，第六章も「恐
慌の本質」から「景気の回転」に変えられた。
　そして景気循環現象にとって決定的に重要な
出来事として「企業家の群起」ということをあ
げた。第一版にはなかった概念である。シュン
ペーターは景気循環を説明するためには「企業
家の群起」・「群生」ということが必要であると
考えた。
　しかしこの企業家の群起がシュンペーター理
論に問題を残す事になった。
　シュンペーターは1934年英訳書序文で次のよ
うに述べた。「読者が第六章で見られる景気回
転の理論を最初私が完成していたときには，私
は波動運動としては単一のもの即ちジュグラー
によって発見せられたもののみが存在するのを
当然のこととしていた。しかし現在私はかかる
運動は少なくとも三種，あるいは多分それ以上
存在していること，現在景気回転の理論家の当
面している最重要問題は確かにこれらを分離し
その各々の交渉作用に由来する現象を記述する
にあることを信じているものである。」（中山・
東畑訳，32ページ）
　1939年発行の「景気循環論」（B％ε惚ss　qy6・
Zθs）においても「ほぼ30年前に景気循環の研
究をはじめたとき，単一循環の過程を当然のこ
とと認めたのである」とした。（Schumpeter．　J．
A，（1939），　p．240）
　すくなくとも初版から1926年の第二版段階で
は景気循環現象としてジュグラー波動，つまり
10年周期の設備投資循環のみを考えていたと考
えることができる。
　しかし問題なのはこのジュグラー波動を企業
家の平起と結びつけることができるのかという
ことである。ジュグラー波動は革新の過程で生
じる現象であると考えることはできる。しかし
一般に設備投資循環として考えられているジュ
グラー循環を新企業の設立と新企業の群起に結
びつけることができるかという問題である。
　シュンペーターは第二版第六章で次のように
述べた。
　「この方面における私の研究計画は未完成で
あり，徹底的研究の約束は依然として果たされ
ておらず，しかも私の研究計画によれば，なお
長い間果たされないままにとどまらざるを得な
い。それにもかかわらず，私は叙述の仕方だけ
を全く変えた形で再び提出することにする。」
（Schumpeter．　J．　A，（1926），　S．318，185ペー
ジ）
　当時の景気理論はジュグラーの理論とシュ
ピートホフの理論が中心であった。この理論と
対比する仕方でシュンペーターは「新企業の大
量出現」という事態に注目したのであった。そ
してこのような問題意識が1939年の『景気循環
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論」として結実していった。企業家および新企
業の群起はr景気循環論」でジュグラー循環，
クラムニキッチン循環の土台で作動する50～60
年周期のコンドラチェフ波動と結びつける以外
にない。シュンペーターが当時存在が必ずしも
十分に確定されていなかったコンドラチェフ波
動に異常な情熱を傾けて解明に取り組んだのは
新しい企業家と新しい企業の群起で説明できる
のがコンドラチェフ波動であると考えたからで
あるように思われる。しかし不思議なことに
「景気循環論』ではもはや新企業の群肝，新企
業家の群起というのは論じられなくなった。
「経済発展の理論』第二版だけに新企業，新企
業家の群起が現れたのである。
2．資本主義の現象形態としての
　　景気循環
　さて「経済発展の理論」第二版によって展開
された景気好況の論理は以下のごとくである。
新結合の遂行は，「確率の一般的原理から期待
されるように，時間的に均等に一たとえば一週
間ごと，一日ごと，一時間ごとというふうに規
則的に新結合の遂行が起こるように同一の時間
間隔が選ばれるような形で一分布しているので
はなく，いやしくも新結合が行われるとすれば，
それは群をなして出現するのである。」（S．334，
塩野谷訳，（下），210ページ））。
　「理論経済学の本質と主要内容」では「変化
法」Variatlonsmethode（変分法）が用いられ
た。「経済発展の理論」第一版ではワルラス的
tatonnementという表現が用いられた。
（Schumpeter．」．　A，（1912），S，454）しかし論理
そのものの性格はきわめて歴史的であった。第
一版第二章「経済発展の根本現象」は「歴史的
現象としての定状的経済」として論じられてお
り，全体的にも歴史学派的である。ところが第
二版では歴史学派的表現は抑えられ，カール・
メンガーやべ一ム・バヴェルク的性格に接近し
た仕方での理論的表現が前面に現れた。その関
係からder　Wahrscheinlichkeit（確率論）が論
じられた。ケインズ理論が「確率論」の論理で
組み立てられたように，ある意味でシュンペー
ターの論理も「確率論」的である。ケインズの
理論が「主観的」確率論であったのに対しシュ
ンペーターの理論はどちらかというと客観的意
味での確率論であると言えよう。しかしシュン
ペーターの確率論は「確率の一・一般的原理」のよ
うな「時間的に均等に」「規則的」に新結合の
遂行が生ずるのでなく，それが「早起」すると
いう仕方で生ずるのである。確率的であると同
時に歴史的であるといえよう。
景気好況と企業者の「群生的」出現
　第二版で好況は企業者の群生的出現とその新
結合の遂行から生ずるものとして説明される。
そして企業者の群生的出現は，均衡状態の連続
的な，目立たぬ撹乱ではなく，大きな断続的な
撹乱，次元を異にする撹乱である。この撹乱は
連続的な，時間的に均等に分布し出現して国民
経済に及ぼす影響と質的に異なった大きな影響
を及ぼす景気波動として現れる。
　ではなぜ企業者は連続的に，各瞬間に孤立的
に現れないで，群をなして現れるのか。その理
由は，一人あるいは数人の企業者の出現が他の
企業者の出現を，またさらにそれ以上の企業者
の出現を容易にするという形で作用する，とい
うことにある。
　第一に，「新結合の遂行」は困難であり，　・
定の能力をもった人々にのみ可能である。少数
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の人々のみが，この特殊な「指導者能力」をも
ち，少数の人々のみがまだ「好況」でない状態
において，新結合の遂行において成功すること
ができる。しかし，この成果が先駆的に成功す
るならば，多くの困難は除去される。この先駆
者に他の多くの追随者が続く。多くの模倣者の
追従がついに新しいものも慣行的なものになり，
それを受け入れることは自由選択の問題になる。
　第二に，企業者能力は社会的集団において誤
差法則にしたがって分布しているのであるから，
次第にわずかな条件しかみたさない個人の数が
増大する。新結合の遂行が次第に容易になるこ
とによって，ますます多くの人々が企業者とな
ることができるようになる。ひとりの企業者の
成功的出現が他の数人の企業者の出現を引き起
こすばかりでなく，ますます多数の能力の乏し
い企業者の出現を引き起こす。
　第三に，企業者の群生的出現として現れる先
駆者部門に，新軌道での経済的可能性がなくな
るという事態が生ずる。それが企業者利潤の消
滅である。正常な景気は一つの部門あるいは二，
二：の部門（鉄道建設，電機工業，化学工業な
ど）に始まり，何よりもこれらの部門における
革新によって特徴づけられる。先駆者は追従者
の障害を取り除くが，それは先駆者の現れた生
産部門だけでなく，残りの生産部門でも模倣に
よって障害が除去されるようになる。そして成
功は他の部門にも伝播し，企業者の群れはより
いっそう増加していく。外国貿易の拡大などに
よって国民経済はいっそう拡張し，好況期間の
性質が再組織過程に組み込まれていき，第二次
の重要な過程としての物価の上昇過程をも引き
起こしていく。
　第四に，発展過程がすべての企業者にとって
周知のものとなり，単なる計算の問題となるに
したがい，また障害がますます小さいものにな
るにつれて，新しいことを起こすための「指導
者活動」の必要がますます少なくなる。企業者
の群生的出現が少なくなり，景気変動はますま
す穏やかになる。経済生活のトラスト化の進行
も同じ方向に作用する。
　第五に，新結合の群生的出現が好況過程の基
本的特徴と必然性を説明する。投資の増加が好
況開始の最初の兆候である理由，生産手段産業
が異常な活況の最初のものである理由，鉄の消
費増加の理由，新しい購買力の大量の出現，好
況期の特徴である価格上昇理由を説明する。さ
らに失業の減少，賃金の上昇，利子率の上昇，
貨物輸送の増加，銀行信用の逼迫などの第二次
的な好況の台頭を説明する。（SS．339－343，
塩野谷訳（下），218～222ページ）
　企業家の群生と競争現象
　企業家の群生としての好況は次のような特徴
をもって出現する。第一に，新結合の大部分は
旧結合と競争する形で，旧結合に並んで現れる。
新結合は旧結合の中から生ずるのでなく，旧結
合に代わって出てくるのでもない。
　第二に，大量の企業者需要の出現は，本質的
に新しい購買力の出現を意味するものであって，
第二次的好況の波を引き起こし，この波が国民
経済全体にわたって広がり，一般的繁栄現象の
動輪となる。新購買力は企業者から大量に物的
生産手段の所有者，「再生産的消費」のための
財のあらゆる生産者に，労働者に達し，それか
ら経済生活のあらゆる水路に滲透する。最後に
あらゆる現存の消費財がたえず上昇する価格で
販売され，小売業者から多くの消費財が注文さ
れ，生産によってさらに生産され続け，すでに
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放棄されていた生産可能性が再生産目的で利用
され，運営されていく。そして，投資の見込み
は本来の意義を獲得し，繁栄の兆候はついには
周知の仕方で繁栄の要素となる。
　第三に，好況における誤謬が不況の出現およ
び経過にとって著しい役割を演じることになる。
景気下降と吸収・整理過程
　景気好況は終局を迎え不況過程に突入する。
景気波動は転換し上昇過程から下降過程へ転換
していく。企業者の連続的出現によって連続的
に惹き起こされる撹乱は連続的に吸収されるの
に対し，群生的出現の結果としては，特別の判
然たる吸収の過程，新しいものの採用の過程，
国民経済の新しいものへの適応の過程，整理過
程，静態化の過程となる。この過程は国民経済
が好況の掩乱によって変革された与件に適応し
た新均衡状態に接近しようとする苦闘の過程で
ある。これが周期的不況の過程である。
　経済主体はこの撹乱に適応を強いられる。あ
らゆる種類の生産指導者としての経済主体は好
況によって変革された与件に適応するように反
応する。
　旧企業は三つの可能性に直面する。物的ある
いは人的な理由からこれらの企業が適応できな
いで死滅する可能性，兜を脱ぎ，以降控え目な
地位において生き残ろうと努める可能性，最後
に，自分の力あるいは他人の助力によって，部
門を変えたり，新しい条件に応じて別の技術的
あるいは商業的関係に移行する可能性である。
例外をなすのは好況の中で発生した企業と独占
的地位や特別利益の所有や持続的に優越した技
術によって危険から免れている企業である。
　新しい企業は群生的にでなく，連続的に出現
する場合よりも困難な試験に打ち勝たなければ
ならない。企業がひとたび設立されると新しい
事態に対応せざるをえず，旧企業と同じ困難に
直面し，旧企業より自己の課題に対処するのが
困難である。不況期に特有の経済主体の行動は
方策，方策の訂正，さまざまな課題を解決する
方策とその影響下におかれる。これらすべて，
好況によってつくり出された状況とこの状況に
よって強制された経済主体の態度，均衡の掩乱
とこれに対する反応，与件の変化とこれに対す
る適応という図式にまとめられる。
　新しいものとそれが旧いものに及ぼす影響と
を現存するものに適応させ，新しい均衡状態に
接近させる。そしてこの均衡状態は理論的に不
況過程として整理されつくすまで持続し，それ
までは新しい好況過程は始まらない。不況過程
で経済主体の行為を支配するのは損失の発生で
ありその脅威である。この過程では与件の新し
い形成についての不確実性が必然的に存在し，
それが新結合の計算を不可能にし，協同が要求
される諸要素の提携を困難にする。このような
困難が終わって無発展状態が均衡状態になった
時再び新結合の遂行が可能になる。こうして二
つの好況期の間には必ず均衡状態への接近をも
たらしその実現を成就し吸収する過程が存在す
るということになる。
　ところで好況過程で個々の企業者が自分の企
業のことだけを計画して，他の企業者の群生的
追随を顧みないことから次の三点が問題になる。
　第一に，繁栄においては，新しい購買力に基
づく企業者の生産手段に対する需要，またこの
需要によって引き起こされる生産手段の獲得競
争が生産手段の価格を高める。新企業が旧企業
の中から発生する時とちがって，新企業が旧企
業と競争して現れる時，生産手段が旧企業から
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引き抜かれて新しい目的に用いられるという過
程の現象形態として生産手段の価格を高める。
　第二に，新しい生産物は後に市場に現れ，そ
こでlllい生産物と競争し，以前に新しく創造さ
れた購買力に対する財が国民経済の循環の中に
入り込む。そのさい好況の始めにおいてすでに
旧企業の生産費が上昇したとすれば，まず新し
いものと競争する企業にとって，次に消費者の
需要の方向が新しいものに有利に変化する限り，
売上高が減少する。企業者が大量に現れ，彼ら
の生産物が大量に現れる時，新生産物の価格は
低下し，価格低下が好況に終止符を打ち，不況
さらには恐慌を引き起こす可能性を生む。
　第旺に，新企業の計画的に現れる成果が信用
デフレーションを引き起こす。なぜなら，企業
者はいまや負債を返済することができるし，そ
のための動機を持っているからである。他の信
用需要者が代わりに現れることはないから，財
の対応物が存在し，循環的にたえず繰り返し生
産が行われる場合には，負債の返済は新しく創
造された購買力の消滅を引き起こすからである。
好況が十分に行きついた時，成功した企業の負
債返却が行われ，デフレーションが自動的に現
れてくるのである。こうして発展が生じたとこ
ろでは長期的に価格水準が下落していくのであ
る。
不況と恐慌
　経済は景気転回を経て不況へと転ずる。この
過程は吸収の過程である。この吸収過程は新し
い均衡過程へと経済全体を導く。この過程では
負債を返却する企業者に代わって，他の企業者
が信用を求めて現れてはこない。第一に好況を
もたらした部門において，最初の企業者が現れ
た部門において，彼らの成功の刺激を受けて多
，
くの企業が成立し，それらの全部が稼働したと
きには，それらが生産する生産物数量は価格の
下落と生産費の増加（これはその産業が収穫逓
増の法則にしたがう時でさえ存在する）を惹き
起こし，企業者利潤を全く排除することになり，
企業がさらに前進するための刺激を失わせてし
まう。第二に，企業者群の行為は経済の与件を
変革し，均衡を掩乱し，経済に不規則な運動を
惹き起こす。状況の錯綜性と展望不能性がこの
過程の特徴になる。この不確実な出来事と不規
則な出来事が後続の新企業に確実な計算を困難
にさせる。好況はそれ自身内的必然性をもって
多くの企業に損失をもたらし，価格低下を惹き
起こし，さらに信用収縮によるデフレーション
を惹き起こす。資本投資および企業者活動の減
退，それとともに生産手段産業における沈滞が
生じる。生産手段に対する需要の低下にとも
なって，利子率や労働者の就業率が低下する。
デフレーションによる貨幣所得総額の低下にと
もなって商品一般に対する需要が低下し，不況
の国民経済的全貌が出現する。経済過程は好況
そのものに決着をつけさせ，容易に恐慌をもた
らし，不況をもたらして比較的に均衡のとれた
無発展の一時的状態をもたらす。不況そのもの
は好況の正常な吸収過程ないし整理過程である
と考える事ができる。
　この過程は本来的意味での「恐慌」，すなわ
ちパニック，信用体系の崩壊，破産の蔓延と
いった事態に陥りやすくなる。この恐慌の勃発
とその波及結果を特徴とする経過を異常な吸収
過程ないし整理過程と名づけることができる。
しかしパニック，破産，信用体系の破綻などは
好況と不況との間の転換点において必然的に出
現する現象でなく，ただ容易に生じ得る現象で
シュンペーターと経済社会学（7） 29
あるにすぎない。不況期に株式市場の意見を構
成し，繁栄において商業的，社会的に注目を引
いた投機的要素が被害を拡大する。投機筋の
人々，これらの人々の需要に依存する奢二品生
産者にとって，事態は実際の事態よりも悪化す
るように思われる。生産者が不可避的な価格低
下に抵抗している時には，景気転換点でそれま
での潜在的過剰生産の勃発，その結果としての
不況を引き起こす。生産された商品が生産費を
償う価格で販売できないことが「貨幣不足」と
いう事態，支払い不能という事態を引き起こす。
　過剰生産は好況期に一面的に発生しやすいが，
これが不況期間中に多くの産業に起こらざるを
得ない有効供給と有効需要の不一致とあいまっ
て恐慌期に事態を深刻にさせる。需要と供給の
不比例性，国民経済の均衡喪失から生ずる財政
量問，財価格間の不比例性，個別部門における
所得間不比例性といった事態も働く。これらの
不況期の経済状況の不確実性や不規則性，予測
不可能性，パニックや異常な経過の誤謬が多く
の企業を倒産させ，不振にさせる。
失業の問題
　そして不況期の最も深刻な問題としての「失
業」が生じる。失業の特性が一時的なもので
あったとしても，失業に見舞われた人々にとっ
てその恐怖の予測困難性が破滅的不幸感を生み
出す。労働はパニック的に供給され，労働組合
によって獲得した多くの職場の喪失の原因と賃
金下落の原因を生み出す。つぎに新企業が旧経
営を打ち負かし，経営の縮小を強いることから，
労働者の失業が生じやすくなる。好況期生産過
程で採用された機械化過程は生産物一単位当た
りの労働支出減少を引き起こし，生産拡張にも
かかわらず労働需要の危険性を生み出しやすい。
労働者の転業上の困難は失業を深刻なものにす
る。好況が旧い生産結合における労働および土
地の相対的限界重要度を，新結合において労働
に対し著しく不利にするように変化させる場合，
社会生産物に対する労働者階級の分け前のみな
らず，彼らの実質所得の絶対額も持続的に減少
する。
　好況期賃金は騰貴する。最初に企業者から，
次に第二次的な繁栄現象を惹き起こす追随者か
ら新しく現れる需要が，直接間接に労働に対す
る需要を惹起する。まず就業率およびそれとと
もに労働者階級の賃金総額が増加し，次に賃金
率および個々の労働者の所得が増加する。とこ
ろが不況期には賃金単位の購買力は増加するが，
労働に対する有効需要の貨幣的表現は好況が惹
起する自動的デフレーションの結果減少する。
回復過程
　不況過程では労働者階級は困難な事態に陥る。
不況過程はすべてに「淘汰過程」として作用す
る。この淘汰過程が経済的次元から見て完了す
るまで不況過程は持続する。この淘汰過程が完
了した時，経済体系は回復過程に転ずる。しか
し回復過程は好況過程に自動的に転ずることは
ない。好況過程は再び新企業と新企業家の群起
に待つ以外ない。回復過程と好況過程は全く性
質を異にするものである。
予防法と治療法
　私的企業者が彼の仲間との競争過程において
独自の機能を果たしている間は，好況による利
得も不況による損失も経済発展のメカニズムの
本質的要素である。好況の利得も不況による損
失もこのメカニズムを歪めることなしには排除
できないものである。この経済形態は絶望的な
ほど適応不可能なものに結びついた人々の完全
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な破滅を避けることはできない。しかし異常な
経過にともなった損失や破滅は無意味，無機能
である。恐慌の予防と恐慌の結果の治療はこの
ような経過にともなった損失や破滅を避け，救
済することを意味する。とくに異常な不況のみ
ならず正常な不況でも景気回転の原因と意味に
関係をもたない経済主体とくに労働者を巻き添
えにするという問題を抱え込んでいる。
　したがって治療法としてもっとも重要なもの
は景気予測を改善することである。正常な経過
と異常な経過の現象を区別して，前者に属する
もの，たとえば不況において脅威をうけたもの
の中で，好況によって技術的および商業的に克
服されるものは放任し，後者に属するもの，第
二次的な事情や反動や偶然によって災害を受け
たと思われるものに信用供与によって支援救済
しなければならないであろう。
　しかし現実には事態は複雑である。実業界が
最気循環についてますます熟知するようになり，
トラスト化の進行が転換点から転換点までの恐
慌現象を弱くした。大コンツェルンの新投資の
延期が新結合の群生的出現を緩和し，好況のイ
ンフレーションと不況のデフレーションの力を
現殺し，それが景気波動や恐慌の危険性を緩和
させる傾向を生む。無差別な信用の緩和が引き
起こすインフレーションが正常な恐慌現象や異
常な恐慌現象を阻止する可能性を生む。しかし
これはインフレーションに対する批判とともに，
不況期の淘汰の作用も無効にし適応不可能者の
存続を許して国民経済の効率をそこなう危険性
をも生む。またl11央銀行の民間銀行に対する影
響を通じて行われる政策を通して，国民経済上
の正常な機能を持つ正常な不況過程と国民経済
の機能を持たずこれを破壊する異常な不況過程
を区別する政策も可能である。
　しかしどのような治療法も経営方法，個人的
地位，生活形態，文化価値，理想などの衰退と
いう大きな経済的，社会的過程を阻むことはで
きない。私有財産と競争経済においてはこの衰
退過程は新しい経済的，社会的興隆の必然的対
応物であり，あらゆる範疇の経済主体たえず増
大する実質所得の必然的対応物である。この興
隆と衰退こそが最も重要な出来事なのである。
　このような論理が第二版以降において展開さ
れた。そして初版では論じられず第二版以降新
たに加わわったのがケインズやホートレー
（Hautrey）のま名前と結びつく政策と，景気
回転の中に貨幣的現象あるいは銀行信用に基づ
く学説，連邦準備制度理事会の政策に対する新
たな批判であった。（S．366，塩野谷訳（下），
260ページ）
　　　　　　　　　　　　（以下次号に続く）
注
（1）初版と第二版以降との決定的違いが，第二版以
　降景気上昇を新企業家・新企業の群起に求めたこ
　とに求めたが，それでは初版ではどのようになつ
　ていたのであろうか。
　　初版では景気上昇は次のように論じられた。
　　発展というものは，いかなる場合も一つの断片
　（StOcke）で成り立っているのでなく，せいぜい部
　分的発展が相互に作用し合って成り立つものであ
　る。したがって統一的な進行として現れるかどう
　かは不明である。国民経済が緯線状態から出発す
　るときに問題となる個別企業が問題となる。我々
　の企業は「ある新結合の遂行」可能性をつかむ。
　この目的で企業家は計画していることを受胎させ，
　起草する。計画を見積もり，目的に対する結果の
　考慮という作業をするが，将来遠くまで広げるこ
　とはできない。それぞれ異なった企業は異なった
　計画を持っているので将来にわたって確定するこ
　とはできないのである。理念（ldee）はそれだけ
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では役に立たない。企業家がなすのは新しいこと
（Neues）であり，新企業の設立である。企業が設
立されると利益をうみ，計画は貫徹されるのであ
る。そして新しい静学状況が生じ，静学状況に組
み入れられた企業は営業し，静学的経済主体にな
る。年々再々その軌道を何時までも企業は歩み続
けることになる。
　しかし企業がその道から新結合の遂行を試みる
ようになると企業は動学領域で計画を試みること
になり，動学的時間状況に規定され，結果が生じ
ることにより，新しい計画が開始される。前提は
変えられ，企業に新しい手段が提示される。静学
状態は企業によって変えられる。企業活動が成功
した時に企業は収益を得，資本化される。企業利
潤は減少し，賃金や地代が新しい状況に再適用さ
れる。発展過程は終了し通学状態が生ずる。
　このよう事態が国民経済全体としての産業発展
過程でも生ずる。国民経済は個別企業から成り
立っており，個別企業の個別的発展というものが
すべての時に均等に発生したとするならなら，国
民経済全体も持続的拡大過程を歩む事になる。企
業の計画は均等に実現されていく。企業は比較静
態的状態（einen　re且aUv　stationaren　Zustand）を一
歩一歩進む事になる。
　しかし現実はいっそうの困難さに直面する。最
初の静態的国民経済を支配する快楽的強制
（hedonischen　Bann）を打破する企業家は困難に
直面する。法的規制や技術的制限のもとで企業が
金融的可能性を獲得することは困難である。強い
人格的能力をもつ勇気ある経済主体のみがそれを
克服する。最初の企業家は困難な流れを泳ぎ上ら
なければならない。しかし後に続くものは最初の
困難よりは容易になる。経済環境が新しいものに
対する拒絶感を失わせていく。心理的，社会的，
経済的，法的，政治的妨害がなくなる。最初の企
業家が流れに逆らって泳がなければならない困難
さを次に続くものは経験しなくなる。新結合の遂
行に関してもこの実践の困難さ，技術的困難さが
なくなる。
　このような企業の新結合の遂行過程が合わさっ
て国民経済の一般的企業行動となるが，時間経過
において一様に分配されているのでなく，最初は
別々に次には突然に積み重ねられて（p16tz且ich
gehauft）生ずる。多くの企業がともに担って生
じた景気上昇運動や企業活動が協同して現れてく
る。産業部門で一様でない仕方で最初の衝撃が景
気上昇過程で現れ，このような不比例関係が恐慌
現象となる。
　国民経済過程での発展は個別企業がそれぞれ無
関係に独立に行われるのでなく，個別的発展が相
互に「共鳴・共感し合って」（in　Sympathie　miteinan・
der）生ずるのである。
　第二版以降，企業家の群起（des　scharenweis｛｝n
Auftretens　der　neuen　Unternehmungen）　という表
現がなされるようになるが，初版ではin　Svm．
pathie　miteinanderというという表現がなされた。
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